
－１－ 

平成26年度決算に基づく健全化判断比率・資金不足比率の算定方法等について 

 

１ 実質赤字比率 

 (1) 算定式の概要 

実質赤字比率＝ 
一般会計等の実質赤字額 

標準財政規模 

○ 一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率  

・ 実質赤字額＝歳入不足のため、翌年度歳入を繰り上げて充用した額など  

・ 標準財政規模＝町税などの通常収入されるであろう経常的一般財源の規模に臨時財政対策債

発行可能額を加えた額 

 (2) 湯河原町の算定値 

   －   ＝ 

（6.80％） 

実質赤字額なし（371,321千円） 

5,455,851千円 

※ 実質赤字額がない場合は「なし」と表記し、（ ）内は実質黒字の比率と金額 
  実質黒字額：371,321（一般会計等）＝371,321（一般会計） 

＋    0（公共用地先行取得事業特別会計） 

 

 

２ 連結実質赤字比率 

 (1) 算定式の概要 

連結実質赤字比率＝ 
連結実質赤字額 

標準財政規模 

○ 全会計を対象とした実質赤字（又は資金の不足額）の標準財政規模に対する比率  

・ 連結実質赤字額＝一般会計等ほか特別会計の実質赤字額と公営企業会計の資金不足額の合計

額 

  (2) 湯河原町の算定値 

   －   ＝ 

（20.97％） 

連結実質赤字額なし（1,144,220千円） 

5,455,851千円 

※ 連結実質赤字額がない場合は「なし」と表記し、（ ）内は連結実質黒字の比率と金額 
実質収支額及び資金不足額                     （単位 千円） 
一般会計等 371,321 下水道事業特別会計 4,967 
国民健康保険事業特別会計 452,629 水道事業会計 203,975 
介護保険事業特別会計 52,076 温泉事業会計 44,686 
後期高齢者医療特別会計 14,566  

 



－２－ 

３ 実質公債費比率 

 (1) 算定式の概要 

実質公債費比率＝ 

（３カ年平均） 

（①元利償還金＋②準元利償還金）－ 

（③特定財源＋④元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額） 

⑤標準財政規模－④元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額 

○ 一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模に対する比率  

① 元利償還金＝一般会計で借り入れた地方債の元利償還金 

② 準元利償還金＝ア～エの合計 

ア 一般会計から下水道事業特別会計への繰出金のうち、下水道事業債等の償還に充てたと認

められるもの  

イ 一般会計から湯河原町真鶴町衛生組合への負担金のうち、衛生組合が借り入れた地方債の

償還に充てたと認められるもの 

ウ 債務負担行為のうち公債費に準ずるもの 

エ 一時借入金の利子 

③ 特定財源＝元利償還金及び準元利償還金に充てた都市計画税等 

④ 元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額＝普通交付税の算定上、基準財政需

要額に算入される元利償還金及び準元利償還金 

 (2) 湯河原町の算定値 

【H24】 

4.90409 ＝ 

①947,167千円＋②247,130千円－③288,054千円－④670,525千円 

⑤5,477,085千円－④670,525千円 

【H25】 

3.67521 ＝ 

①921,960千円＋②175,231千円－③279,443千円－④639,433千円 

⑤5,491,261千円－④639,433千円 

【H26】 

0.85717＝ 

①808,197千円＋②173,907千円－③288,235千円－④652,698千円 

⑤5,455,851千円－④652,698千円 

【３カ年平均】 

  3.1 ＝ 

 4.90409 ＋ 3.67521 ＋ 0.85717 

３ 

  



－３－ 

４ 将来負担比率 

 (1) 算定式の概要 

将来負担比率＝ 

①将来負担額 － 

（②充当可能基金額＋③特定財源見込額＋④地方債現在高等に係る基準財政需要額算入見込額） 

⑤標準財政規模－⑥元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額 

○ 一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率  

① 将来負担額の内容＝ア～クの合計 

ア 一般会計等の地方債現在高  

イ 債務負担行為に基づく支出予定額（地方財政法第５条各号の経費等に係るもの）  

ウ 一般会計等以外の会計の地方債の元金償還に充てる一般会計等からの繰入見込額  

エ 当該団体が加入する組合等の地方債の元金償還に充てる当該団体からの負担等見込額  

オ 退職手当支給予定額（全職員に対する期末要支給額）のうち、一般会計等の負担見込額  

カ 設立した一定の法人の負債の額、その者のために債務を負担している場合の当該債務の

額のうち、当該法人等の財務・経営状況を勘案した一般会計等の負担見込額  

キ 連結実質赤字額  

ク 組合等の連結実質赤字額相当額のうち一般会計等の負担見込額  

 (2) 湯河原町の算定値 

62.4％ ＝ 

①15,572,532千円 － 

（②786,336＋③3,701,050千円＋④8,085,752千円） 

⑤5,455,851千円 － ⑥652,698千円 

 



－４－ 

５ 資金不足比率 

 (1) 算定式の概要 

資金不足比率＝ 

資金の不足額 

事業の規模 

○ 公営企業の資金不足額の、事業の規模に対する比率  

・ 資金の不足額＝アまたイ 

ア 資金の不足額（法適用企業）＝（流動負債＋建設改良費等以外の経費の財源に充てるた

めに起こした地方債の現在高－流動資産）－解消可能資

金不足額 

イ 資金の不足額（法非適用企業）＝（繰上充用額＋支払繰延額・事業繰越額＋建設改良費

等以外の経費の財源に充てるために起こした地方債現

在高）－解消可能資金不足額 

・ 事業の規模＝ウまたエ 

ウ 事業の規模：事業の規模（法適用企業）＝営業収益の額－受託工事収益の額 

エ 事業の規模（法非適用企業）＝営業収益に相当する収入の額－受託工事収益に相当する

収入の額 

 (2) 湯河原町の算定値 

  ① 下水道事業特別会計（法非適用企業） 

－  ＝  

（1.0％）  

資金不足額なし（4,967千円） 

477,168千円 

  ② 水道事業会計（法適用企業） 

－  ＝  

（53.4％）  

資金不足額なし（203,975千円） 

381,844千円 

  ③ 温泉事業会計（法適用企業） 

－  ＝  

（23.6％）  

資金不足額なし（44,686千円） 

189,077千円 

※ 資金不足額がない場合は「なし」と表記し、（ ）内は資金剰余の比率と金額 

 


